
すべての学習者のニーズを満たすために差別化した指導 

Group 2 English B 

 

○ 差別化の度合い 

・たとえば、飛行機搭乗時に指示される「安全上の注意事項」や料理のレシピが「もっとも差別化の度合

いが小さい指導」の典型例であり、わが国の学校教育における「個別の指導計画」が「もっとも差別化

の度合いが大きい指導」の典型例であるとする。そのようにイメージした場合、English B の授業では

特に Paper 1 と IA の指導において「すべての学習者のニーズを満たすために差別化した指導」を強く

意識した教育活動を行っている。 

 

図１：差別化の度合いのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ Paper 1 と IA 

 

・Paper 1 

生徒には３つのプロンプトが提示される。プロンプトには「英文を書いて何かを発信する」ことが

求められるような状況、書き手（生徒）の立場や心情、そして聞き手・読み手（audience）の属性が

記述されている。また各プロンプトには３つのテクストタイプ（ブログ、スピーチ、レビュー記事 etc.）

が選択肢として与えられている。生徒は３つのプロンプトから１つを選び、その内容からして適切だ

と思われるテクストタイプを選択し英語で文章を書く。 

 

・IA (Internal Assessment) 

SL の生徒には視覚資料（絵や写真）が提示される。生徒はそれを英語で描写するとともに、自分の

考えを述べる。その後、話の内容について試験官（教員）と質疑応答を行う。最後に、もう一つ別の

トピックについて試験官と質疑応答を行う。 

HL の生徒には（授業で学習した）文学作品の抜粋が提示される。生徒はそれについて英語で自分

の考えを述べる。その後の展開は SL を同様である。 

Ex. safety instructions,  

recipes etc. 

Ex. 個別の指導計画 

○ 平時の授業はこの辺り 

・全体指示→グループや個人で活動 

・机間指導やインタラクション 

○ Paper 1 と IA（練習）の Feedback 

・Turnitin 上の添削 

・10-15 分程度の面談 

 



○ Paper 1 の指導：個別の Feedback 

入学後に初めて書く Paper 1（練習）および定期試験の一部として実施する Paper 1 については、生徒

と個別に面談してフィードバックを行っている。それ以外の Paper 1（練習）については、Turnitin のコ

メント機能を用いてフィードバックを行っているが、そのさい点数帯によって内容を調整している。た

とえば（30 点満点中）10 点台前半の生徒と 20 点台前半の生徒とでは「まずどこに向かわせるのか？」

が異なるからである。また、生徒の性格や能力を加味してコメントの仕方や言語（英語 or 日本語）を変

えている。 

 

図２：Paper 1（練習）の課題とフィードバックの例 

 

 

 


